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此頃望逡鏡で面白．い星 N　　K　　生
（??）
○馨39
　游：経0時30・4分　赤緯南5。0’
　6・8等＝8．5等；．位置角45。　距離20・1”
黄濁青の二重星で2吋20倍で見えるQ生星に接近けこ玉星であろが小望鋭でに見えない
（）鱈β7　　＝二重星
　赤轡1晧10．1分　　坊ヒ緯南8。21’
　52等＝7等．位置角331。距離50・1”
　黄単線の離れずこ星で2吋20倍でよく見える0
0鯨と
　．赤糎1時45・7分　赤緯南11。5’
　4・8年享；　：　7・5≦箋琴
　黄封青の離れ六二重星で2吋で容易であろo
O鯨66　　Σ231
　5。7等　：　7．8ξξ睾　　位置角　　2330　　浬巨丙1エ15・5”
　加西青¢美しい星で2吋50倍で容易に見える。獲見以來位置角にかわつ索が箇有蓮動の
　爲であるo
ON．　G．　C，1499　星雲
　渉『経3嚇53分湧’緯題ヒ360
　ベルセウス座ξの北側にある大星雲で甚だ淡いが東西に約2。ばかり長い星雲で故バー・一
　ナード氏がヴァンダPビ｝レト天文：i褻のタジク（Cooke）6吋雰L儀iにより1885　II　11月3日目
　眼親的に心見され7こもので同氏により美事な爲演が襲表され『L居ろ。甚だ淡いもので10
　P寸でも見1こくい。望遠鏡かふり動かすSよく見え．る。　しかし二等1隔心つ『（1：、三豊鏡1こよ
　つて厳修の清らかな空言の下で見ナこ方がよほこ大口径のものよりょく見える。第一（：Aa
　gK一・Pt（：入らぬ定都合が悪いし弛の天SのxントラスFの都合上二倍寧がよい02吋20
　倍で田舎の人ii：よく見える［W’である。．自分でit田舎て立派に見えろ。大星雲丹趣淡い
　もの奄見ろビきにば望遠鏡な紹えすふる事が必要である。
　此の星雲の中央に暗い穴が篇藁にに認められ此の星雲のすぐ北側が急に昆が滅少して居
　る事に注意されよo
OM77　N，　G．　C．　1068
　赤経、2時38．65｝・　　赤緯南oo21’
　鯨座δ　の約1。西にありすぐ見つかる。小型のもので彗星歌であろ。ロソス卿の観測及
　び｝）ジクの爲眞によるミ賜らかに凱歌星雲であろ02吋で容易
OM　79星團
　赤恥5晴20。9　赤緯南24a36t
直径約3分の明るい星團で鮒でi坤央の明るい星雲朕に見えるが射にな鍵中倍摩で
　星が見えろo
Cナリオン星座の大星塁
　ナリオン星座ば不規則星雲が多い。申でも氏42や‘の周りのものit眼覗的にも著しい星
　雲であろが犀座全禮にかけて大規模の星雲があ，E　O此の星雲1工W・H・Pickering［＝よ
　り爲員白勺［こ充分言登明されナこ。（凸版［こ残念なカsら表1盛れなかつ7こ）
　眼覗的にハーシェルが一部分な認bて居る。大禮の分布li圖の通りでδ∈ζの三つ星々含
　んだ星雲ばζの部で著しく幾多の復雑な梅造な見ぜ南に延びてH．V．30にまで來て居ろ。
　H、30ざM42εの間二溝があって脇2のぱ更：に南に延びて居る。叉別の星雲1工．7から始
　まって⑫北た通りηの近くまで來C）居り更にWvl£の獲見けこ星雲がエリダヌメ入の
　あf：　vJ　［：ある。此の列聖56附迂のが最も著しくF4の人像玉τ1時聞で感光する。叉他の
　ものσ通常数時間もか、るoJ比の輪の間線内に暗黒組織が著しく淡い星が少ない。勝に
　ζの南にある黒穴やM4麗H・Vβ0の間にば明らかに何かが上に重って居ろ様に見える
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　　　　目で巨此れ等の星雲な見ろこ．εに困難であるから訂能で
　　　　はない。事實W・ハーシェ1ンばロバートが20吋（F5）で
　　　　塒£0分の露出で見出（得なかつすこ星雲な見て居る。
　　　　23吋でも不．可能て［iない056の近くのものば都合のよ
v　い夜で【i20又li3唯で充分見える（N．G．C．1：・fSい）
　　　　特に庇の部に締てllt．巾工区近く『もあろから大口径では反
　　　　つて見えなv’C大星雲の全部に亘り2吋20倍或ぱ以内の
　　　　二一黎出訴で位置さへ知って墓蓮鏡心紹えす動かしなが
　　　　ら追撃する事ば可能である。、但し感じのよい目ビ注意t
　　　　紹欝的に暗黒なる凱都會で1ミ不能）．所が必要てある。京
　　　　都の1鍋50滴口此の方面｛こに漉當だが市街の光の爲に場
　　　　合によって匹市外の2吋位わ良い事が多いOプVアデス
　　　　群のメロープ星雲の如きに2吋の方がよい。廣薩園に廣
　　　●がって居ろ星雲。銀河の暗黒組織等Darnard氏［i目『「に
　　　　殆んご不可龍ざ言つすこが沼意深く調べるrl目li長時間露
雛鵬鱗隣郷1脅醗8蕊なく翻
　　　　○兎座γ二重星
赤系亜5時41．1ラ｝　　赤緯南22e28’
3．8摯芦　＝6．4等　　位置角349。犀匡離92。9
双眼鏡でも二／だご氣がつく。二二に2けで青色であろ。20倍位で立派に見える。第三
の星り6．5よ。｝345。の方図に45’・’の所にあろ。光度ロ13ε與へてあるかそう淡く［i．　tsいし
カ．）し30寸も同ミ｝廼f「o
N，G．C．2？37　星閣星雲
赤＄t≦葦6蒔26・1分㌧　赤障；｛ヒ5。　　6y
肉眼で見えろ美しい星埼であるが星ば少い。ちよつS見て氣がつカぬが低儲寧で見るiS
全禮に露がかsつナこ磯な風に見えろが此れ雌』の甑こ星雲り事巻，・て居るのでプソアテ
ス群に似て居る。中央鍛こぼ星塁が無、・からよ1弛・に星雲が目立つ。．21瞬吋位の20倍歓
の罰則鋤工此の．』L：　U大型な淡ゼ星雲E見る．にぱ逢當なものであろ。しかし良き目S．清ら
かな空氣が：重要なものである事1工いふまでもない。．双眼鏡ででも星雲lt見えろげれこも
星ti’自均の光の爲に廻りがぼんやり見えるの芝置混ぜねばならぬ。
大メゆ’二重星
赤経6時32・9分　赤緯18σ36’
5．8等’：8等　　位二置r自£63。　　星巨離17・5”
黄封青の美しい封で2吋で見えるが50倍に必要。
シリウス　　Sirius
赤寮堅6時…41．6分　　湯5一緯南16。35’
又の名ろ天芝ミ呼ぶ杢天最大光輝の星で？x・・一ヴアード光度ti角し58．等でスペクト）V型ば
Bで青白いいかにも頭にびんごくる様な淋しいすごい光為持つrQ居ろρ秋の曉天r一注意
し雲まえ6オンオンが発騙～して昇る。シリウスが群星な温して東南のヲミよリ昇って來
る肚添星に親しむも9にあらすば味ふご釧畑｛來ない。此の星匡七型位置さへ分力れば
1吋口穫の望蓮鏡で立派に見えろ．o誓通の色直しソン．ズ野良・・ものでも高倍率でば著し
い青色を示す。．分光器で此の星を見るEC・F・等の水素線が甚だ明瞭であろ6
此の星．li叉A・G・C7ark　1ぜも呼1：rれろ有名な逢星であるっナ’レヴアンG’クラ・・ク氏
が1868年自作のX8吋赤道儀のレンズ試雛の爲に向けた所偶然【；見つかつナこ星てある。
俘星ば10等で甚だ見にくい。何故か書・．・へば10等一一つなら2］1・J一でも見えるげれこも近く
に質2ge　Sいふ大星がある爲に見えなくなるので．あるっシ1］ウス亡俘星の光量の惣工工2
等即ちほダ「醤六萬になる。見にくいtl）ii當嚇宵であ㌔接遅する鳳工リックの三十六
助でも見えなくな．る。しかし離れすご蒔に感比較的小口覆でも見えるものでフ／りyプス
??）
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　　　Jlk　l　t　7吋の野選星にして居り7吋位で見えれ入は少なくない。けれごもよほこ鏡冒．・像炬作
　　　るレンズでないビ見えない。オルヴアンクラークの作．718吋に今・DearbGr・i天1文墾iに
　　　あ　of”の！・’　一ナム氏1白丁のレンフごた次ブ．女瓜書いて居る。
　　　；and，　although　orie　uf【he〈arly　wo、ks　of　Clark＆souト，しhe　defi：liti（）Tl　of　the　objectgla宰
　　　is　perfect　as　any　oi’　their　later　producti’jn．
　　　紬の連星の辺期［／ほy・’五卜年である。
　　　：京都．に非常に欝かな良い夜に4吋で辛じて認め得る0
　　0海蛇座・3連星
　　　細則8時一」　2。5分　赤緯南　6。d3’
　　　3．6等　：7．8等　　位1崖∫も2上5Q　　屋巨9ff3　．2，t
　　　俘星の色it青色てあろ。距舳工可なり大きいが光度檎が大きレ・爲に3吋150でも寛々見に
　　　くい。スケアパレ引工メァレフ18吋によって主星の方が極めて接近け照星てある事h？it
　　　見した。距離工0・3秒以内で週期にA（エイケン）によう．ピ15・7年であろ。此の接近した
　　　蓮星ナ1．．国見けこ事ばスケアパvりの目iS彼の18吋が良いものであっi事磁幽ずろ。し
　　　かし此の星、11860年0Σ（オットースFrレPべ）がD　・rpatに於て星！象の長き為疑つ」C．居
　　　ろ03・6S7・8ば軌道．璽勧為示して居り週1撫工面百年Sいふ長、’ものである。從って三連
　　　星であろ。＝ワシントン天冠峯26吋によりHoL⊥en氏ぱ此の系ご等速蓮；動セして居る一小
　　‘星奏近くに護弛した。
　　口糟の説明
　　ヤーキース40．｝のグラウンレンズの側なろ1置ルヴアンクラーク氏及びカPル！ランヂン氏の
　　珍らしい爲藁、1897年5月21日）でついでに繭氏の略共在述べる事1工興昧多いPt　S信じる。
　　Aivan　．Grattam　（citorgu）　Ciark　1832－1897
　　現在に逡るまでの最良のレンズ製作Lts・L？して素人二丈二者にまでよく知られて居る。底の
　　父匡Alvan　qarkで二丈の趣味よリレンズ製作に興味庭持ち18－0年の頃クラーク父子商
　　會准作つナ：o彼等の醤物レンズの優良’tる事は英・受②素人天文富者のDawes氏が學界に
　　紹介しナこか最も有力r（あっ六のLtクラーク6吋で多数の新二重星奄獲見したバーナム氏の
　　事績r（ある。父子阻861鰍こ到って北西大學の18，1寸な完成・1績き今りDea・1・・m天文垂の
　　18寸為完ド試纐中有名なろシリウスの汽星為見出けこ。1871年〔こウシントン海軍天丈蔓の
　　26甘草，；プ’レコy30吋。りPク36吋」揃にヤーキス40、1ナ／セ気成し≠こ。此他小口径のもの
　　が甚だ多．・’。オルヴアン、クラ…ク父子のレンズの蜀工甚だ良・・ものこされて居ろ、仲で
　　も二重星獲見測定等最も精密な事業に封じk如何ほε斯界の郵歩獲展奄助dカか知れない
　　ハ’レトマン二九の護表され，た内彼等の作ったハローエFレ天文蔓の2斗吋か世界最良曳あろ。
　　批他ヤーキース40寸リンク361弓12．1’j’等、工佳作品であろ。ヤー＝t一　・一ノ天文室年報の第一巷に
　　於てBu“．・h昆1n氏1工使用望遠鏡の説朋の始め／：次の，（U　b事乏書いて居るO
　　It　is　we，thy　o£　［iote　in　this　c　nnectio　i　that　all　of　these　T，evv　stars．　wi　hout　ex：epti，）n　were
　　di）covered　wiih　telescoptS　made　by　Alvau　Ci．trk　＆　Sons．　ln　one　sense　th．t　su　’．ce　s　og
　　this　work　is　due　to　lhese　eniinent　optican．c，　k・r　nothing　is　more　cej’lain　th　n　t　．at　these
　　discovelits　could　not　have　been　made　“Lh　ally　other　chトs　of　leltscopes’・　更＝二　85
0－
　　1’egasi，　lt　is　an　excsilent　tes［　for　efi　itio　L　of　anY　obj　ct　gla　s，　ti”weve：　largt；，　a”d　no　instrti“
Lv　ment，　however　its　ap．rture，　can　de．d　with　．a　p．．ir　oLb　this　c；ass　w：1　s　th；　figure　（｝f　the
　　・bj・cτ1・e　wlll　c・mpa・e　f　・v・）ral・］y　with　he　AL・an　Chrk　shnd・・（1．矩句で1偽る力質涜
　　分に謹明ずる。氏iSl　2　di上唇見に於て最も函雄プよ15箇る嚢見して居る・ヤーキス四十吋完
　　成数週後こy’ヒ去．プこ。子冠、［工幼時にタヒ亡した。．目本に於」完i繊ろ望遠鏡tして存在すろ
　　クラーク製の・のしi御影師亘の4吋．である　記即すろ6　Clir⊥Lundin　1915年苑。
　　Aivan　Cparl〈父子の協力ts　iしてプ1レコフ30寸以後多大なろfl事　し六人で父子ご等しく
　　熟練聚であっナこoA．　G．　Clarkのノし後後嘱者Sしてアーモス＞18N’n一工，レ40・1・J・等に調練
　　ぶりを見せ糞ρ’主ピし’（’卜口径のもの．凶事Lfこ。死後ttLurdin等によりLAI職n　ClatS（
　　＆・5011s　Co。pe「・atien（最近二（’omP：　ny）tし『（以萄賦同じく立派なt一の准供給して居ろ。
　　夫文學者の武器であるよき望遠鏡ft作ろ人の努力ほ天文學者の成功な言ふ割凡時に記慰さ
　　るべきものである亡思ふoN1暗巳o
